
各  位 

第５回水辺を語る会のご案内 

水都大阪コンソーシアム 

 

このたび、水都大阪コンソーシアムでは、水辺に関わる文化・飲食施設、舟運・交通関係、

宿泊施設、さらにはまちづくりに取組まれる方々など「大阪の水辺を愛する」皆様方が集い、

ざっくばらんな意見交換をいただく機会として、第５回「水辺を語る会」を開催いたします。 

今回は、大阪まちプロデュース 主宰 山根秀宣 様をお招きし、あるべき水辺をめざして～

「北浜テラス」と「とんぼりリバーウォークの東西接続」～をテーマに、道頓堀にある「道頓

堀ミュージアム並木座」にて開催します。 

せっかくの機会ですので、参加者のみなさまも質疑応答だけでなく、積極的に意見交換い

ただければ幸いです。奮ってご参加賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【開催日時】 2024 年 9 月 20 日（金）15 時～17 時 

【場  所】 道頓堀ミュージアム並木座１階 

（大阪市中央区道頓堀 1-1-6 Y's ピア道頓堀並木座ビル） 

 HP：道頓堀ミュージアム並木座 | DOTONBORI MUSEUM NAMIKIZA (yamane-e.com) 

 アクセス：道頓堀ミュージアム並木座 | DOTONBORI MUSEUM NAMIKIZA (yamane-e.com) 

【次 第】 

１．開催場所のご紹介 

２．とんぼりリバーウォーク・御堂筋アンダーパスの視察（片道 5 分ほど）     

３．話題提供   

あるべき水辺をめざして～「北浜テラス」と「とんぼりリバーウォークの東西接続」～ 

北浜水辺協議会元事務局長/大阪まちプロデュース 主宰 山根秀宣 様 

４．質疑応答・意見交換 

５．コンソーシアムからのお知らせ 

【参加費】 無料 

【定 員】 先着 20 名 

【申込み方法】次ページの「申込みフォーム」に必要事項を入力のうえ、下記担当者までメー

ルにてお知らせください。 

※いただいた個人情報は適切に管理するとともに、参加者名簿として講師に提供いたします。 

【申込み締切り】 ９月 1７日（火） 

 

■当会終了後、別途懇親会を実施いたします。 

場所は同並木座にて、軽食をご用意致します。会費 2,000 円を当日徴収いたします。 

 

【本件ご返信先・問合せ先】 水都大阪コンソーシアム 谷川 毅（タニガワ ツヨシ） 

TEL：09026861112  E-mail：t-tanigawa@suito-osaka.jp 

 

http://www.yamane-e.com/DotonboriNamikiza/index.html
http://www.yamane-e.com/DotonboriNamikiza/index.html#about


【ゲストご紹介】 

北浜水辺協議会元事務局長/大阪まちプロデュース 主宰 山根秀宣様 

 

プロフィール 

1965 年大阪生まれ。建設コンサルタント会社勤務から 92 年家業の不動産経営へ。 

97 年 山根エンタープライズ(株)設立。並行して地域の魅力を活かすまちづくりの提案や実践

を進める。「心斎橋ブティック街」「道頓堀劇場街」をアピールするサイト運営。 

空堀商店街界隈長屋再生プロジェクトとして 2002 年複合ショップ「惣 so」を開業。 

(09 年同社で継承) 

02 年 大阪府事業を NPO 街屋集団で受け水辺の課題を研究し「みんなに優しい水辺の提案」 

06 年 とんぼりリバーウォーク御堂筋の東西接続交渉。同年「水都大阪」実現のため北浜進出。 

09 年 北浜水辺協議会を設立。事務局長として日本初の常設川床「北浜テラス」運営開始。 

19 年「道頓堀ミュージアム並木座」運営開始。23 年「キタハマミズム舟寄場」運営開始。 

16 年の対国交省事務次官など講演多数。関西まちづくり賞(都市計画学会) 緑のまちづ 

くり賞(大阪府等) 大阪観光局長賞(なにわ大賞)ほか。 

共著に「大阪力辞典」「ひとがやさしい博物館」など。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■申込みフォーム    （返信先）t-tanigawa@suito-osaka.jp 

 

①貴台のお名前（フリガナ）  例）水野 みやこ（ミズノ ミヤコ） 

 

  

②貴台のご所属先・お役職 

 

  

③当日緊急ご連絡先（携帯電話、メール）  

  

 

【懇親会へのご参加】（いずれかに〇をお付けください）    

    参加      不参加     

●ご参加の場合 懇親会費用（2,000円）の領収書のご用意について 

                         必要       不要      

 

以 上 

 


